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1 はじめに
物価指数は一般的な消費者にとって最も身近な経

済指標の一つと言える. 商品・サービスの値上げが
続く今日,いつ・どこで安く買い物ができるかは消費
者の重要な関心事の一つである. 物価の最前線とも
言える食品スーパーでは,卸値や地代,人件費などの
経営コスト,ブランディング,地域の小売店間での競
争など複数の要因により, 同じような商品でも店舗
間や立地間で異なる値付けがされる場合がある. そ
のため,同じ市町村内の食品スーパーでも,より細か
な地域レベルで価格差が生じていることが想定され
る. このような価格差は実際にその商店に足を運ば
なければ把握が困難な情報であるため, 例えば居住
地の検討に際しての情報コストとなる. また,公共的
な視点からも, 再開発や観光客の増加に伴う既存住
民の生活コストの変化の把握と対策に, 地域レベル
での価格差の指標は不可欠である.

このようなニーズにもかかわらず, 公的統計であ
る『消費者物価地域差指数』[1]は細かくとも市レベ
ルでの提供にとどまり, 詳細な地域経済の状況は捉
えられない. 民間開発の物価指数として, ナウキャス
ト社が提供する「日経 CPI Now」[2]や, インテージ
や一橋大学などが提供する「SRI一橋大学消費者購
買指数」[3]があるが, これらも地理粒度は細かくと
も市レベルに留まる.

このような既存指数の地理粒度の課題を解消する
ために, 本研究ではチラシ掲載プラットフォーム上
のチラシ画像を用いた物価指数の構築を提案する.

代表的なチラシ掲載プラットフォームである「くふ
う トクバイ」[4]には, 食品スーパーのみで 13,281店
舗のチラシが掲載されており, 「日経 CPI Now」や
「SRI一橋大学消費者購買指数」の調査対象店舗数を
大きく上回り*1, 従来はカバーできなかったより細
かい地理粒度での指数構築が可能となる.

チラシ画像からの物価指数構築に必要となる画像
から商品名と価格の組を抽出するタスクは, 画像内
の文字認識のみならず, 商品と価格のレイアウト理
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*1 「日経 CPI Now」は総合スーパー,スーパーマーケットで
約 2,000 店, 「SRI 一橋大学消費者購買指数」はスーパー
マーケット, コンビニエンスストア, ドラッグストアをあわ
せても 4,000程度に留まる. (2026年 1月 9日時点)

解や商品のカテゴリ・区分の文脈理解など,複数の技
術的課題を含む複合的なタスクである. チラシ画像
からの商品情報抽出の先行研究である [5]では, 光学
文字認識 (Optical Character Recognition, OCR) を
用いて, スーパーのチラシ画像から商品名, 内容量,

価格の抽出を試みている. この論文で提案されてい
る手法は, 文字の色や位置関係についてのパラメー
ターを調整することで商品情報のまとまりを特定し,

メーカーと商品名の辞書と対応付けることで商品・
価格の抽出を行うものである. 一方で, 近年急速に
発展している大規模視覚言語モデル (Large Vision-

Language Model, LVLM)を用いて, チラシと同じ非
構造ドキュメント画像である飲食店のメニュー表の
解析を試みた研究に [6]がある. この研究では,従来
の OCRでは活用できなかった画像内の文字列の相
対的な位置関係などを活用できる LVLM の優位性
を提唱している. また, チラシからの情報抽出に際
しては, 抽出対象の商品カテゴリと具体的な商品名
の紐づけが必要となる. EC サイト上の商品カテゴ
リ分類に大規模言語モデル (Large Language Model,

LLM)を用いた研究 [7]では, 事前のラベル付き訓練
データを用意することなく, ゼロショットでの商品
カテゴリ推論が可能であると提唱している. 本研究
では,チラシ物価指数の構築に当たって [6]が提唱す
る LVLMを用いたアプローチを採用することで, 効
果的な画像内の情報解析に加え,[7] が示すようなゼ
ロショットでの商品カテゴリ推論が可能となり, 低
い構築コストで大量のチラシ画像から商品と価格の
情報を抽出できると考えている.

本研究の貢献は以下の二点に集約される. 第一に,

既存の物価指数では捉えられなかった細かい地理粒
度での物価指数構築手法を提示した点である. 第二
に, これまで経済指標のデータソースとして活用さ
れてこなかったチラシ画像を LVLMによる情報抽出
を通じて物価指数構築に応用する新たなアプローチ
を示した点である. なお,本研究は手法の提案を主眼
とした構想段階の報告であり, 提案手法の有効性の
実証的検証は今後の課題とする.

2 チラシ物価指数の構築プロセス
チラシ物価指数の構築は図 1 で示した (1) チラ

シ画像収集フェーズ, (2) 画像処理フェーズ, (3) 集
計フェーズの 3 つのフェーズからなる. 最初のチ
ラシ画像収集のフェーズでは, チラシ掲載プラット
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図 1 チラシ物価指数の構築プロセス

フォームからWeb スクレイピングなどを用いて食
品スーパー*2 の店舗ごとのチラシ画像を収集し,チ
ラシデータベースを構築する. 二つ目の画像処理
フェーズでは,LVLM を用いてチラシ画像から集計
対象となる商品の名称と価格の組を抽出し, 構造化
データとして保持する. 最後の集計フェーズでは,画
像処理フェーズで得られた商品-価格データに対し
て,総務省『家計調査』の支出額から個別商品の生活
上の重要度を反映する形で, ラスパイレス類似算式
により集計を行う*3. 具体的には,地域 rにおいて販
売される商品 iの価格を pr,i,商品の集合を I,全体で
の平均価格を p̄i,商品の重みを wi とし,地域 r の物

*2 チラシの活用が一般的かつオンライン市場が発達しておら
ず,地域別の価格の議論が容易な食品スーパーに限定する.

*3 「消費者物価地域差指数」[1] ではフィッシャー類似算式を
採用しているが, 地域別の消費データが取得困難なため, 本
研究ではラスパイレス類似算式を採用する.

価指数 PIr を以下のように定義する.

PIr ≡

∑
i∈I

(
pr,i

p̄i

)
wi∑

i∈I wi
× 100 (1)

物価指数 PIr は,その地域で売られる各商品の相対
的な価格を各商品の生活上の重要度で重みづけて集
計したものであり, 総合的な物価水準の高低を表す
指数となる.

3 おわりに
本研究は,これまで経済指標のオルタナティブデー

タとして利用されてこなかったチラシ画像を LVLM

で解析することにより, 詳細な地域レベルでの物価
情勢を表すチラシ物価指数の構築手法を提案した初
の取り組みとなる. 一方で,本研究は初期の検証段階
に留まるため, 実際にチラシから高精度に価格を抽
出できるか, 集計対象となる商品とチラシ内の商品
を紐づけることができるか, 地域ごとに生じる集計
対象商品の欠損値にどのように対処するかなど, 抽
出・集計の各フェーズで更なる検証・検討が必要と
なる.
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